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⑴ 安全就業委員会開催 
⑵ 安全パトロール、一宮 
   モーニング 
⑶ 一宮の史跡散歩 
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令
和
４
年
度 

第
１
回
安
全
就
業
委
員
会
開
催 

 

去
る
７
月
14
日
㈭
に
令
和
４
年
度
第
１
回
安
全

就
業
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
稲
盛
委
員
長
を
議
長
と

し
て
次
の
議
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。 

議
題 

① 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

② 

会
員
事
故
状
況
に
つ
い
て 

③ 

令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

④ 

安
全
目
標
及
び
管
理
目
標
に
つ
い
て 

⑤ 

安
全
就
業
事
業
報
告
に
つ
い
て 

⑥ 

会
員
事
故
状
況
に
つ
い
て 

⑦ 

安
全
就
業
強
化
月
間
に
つ
い
て 

⑧ 

安
全
就
業
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て 

⑨ 

安
全
標
語
優
秀
作
品
候
補
の
選
考
に
つ
い
て 

⑩ 

そ
の
他 

 
令
和
３
年
度
の
事
故
件
数
は
16
件
で
令
和
２
年

度
と
比
較
す
る
と
１
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

事
故
の
内
訳
は
、
草
刈
り
作
業
中
の
飛
び
石
事
故

５
件
、
清
掃
中
の
不
注
意
３
件
、
転
倒
２
件
、
片
付

け
・
回
収
２
件
、
就
業
途
上
１
件
、
剪
定
作
業
後
の

不
注
意
１
件
、
草
取
り
作
業
中
２
件
で
し
た
。 

相
変
わ
ら
ず
草
刈
り
作
業
中
の
飛
び
石
事
故
が

減
り
ま
せ
ん
。
作
業
前
に
現
場
の
状
況
を
確
認
し
、

駐
車
し
て
あ
る
自
動
車
等
の
移
動
や
防
御
ネ
ッ
ト
の

設
置
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
パ
ッ
カ
ー
車
で
、
残
材
処
理

作
業
終
了
後
に
会
員
が
ピ
ッ
ト
に
落
下
す
る
事
故
が

発
生
し
、
本
人
の
ケ
ガ
は
も
と
よ
り
関
係
各
所
に
も

多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

一
方
、
剪
定
作
業
中
の
事
故
は
前
年
の
５
件
か
ら

０
件
と
な
っ
て
お
り
、
剪
定
会
員
皆
さ
ん
の
努
力
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
の
状
況
は
、
７
月
14
日
現
在
、
５
件
の
事

故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
暑
さ
、

注
意
力
散
漫
、
判
断
ミ
ス
に
よ
る
事
故
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
に
も
、
適
度
な
休
憩
を
と

り
就
業
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

今
後
も
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
を
念
頭
に

安
全
就
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

 

猛
暑
に
つ
き
熱
中
症
注
意 

今
年
は
梅
雨
明
け
が
、
６
月
末
に
宣
言
さ
れ
、
各

地
で
異
例
の
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。 

猛
暑
の
中
で
の
作
業
は
、
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
ま

す
の
で
、
熱
中
症
予
防
と
し
て
次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。 

マ
ス
ク
等
を
着
用
し
た
ま
ま
の
作
業
は
息
苦
し

く
暑
い
た
め
、
屋
外
の
作
業
で
十
分
な
距
離
が
確
保

で
き
る
時
は
、
就
業
状
況
に
よ
り
、
マ
ス
ク
等
を
外

し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
就
業
時
間
が
定
時
で
な
け
れ
ば
、
炎
天
下

で
の
作
業
は
、
で
き
る
限
り
朝
夕
の
短
時
間
と
し
休

憩
を
多
く
と
り
、
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
こ

ま
め
な
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。 

会員数      1, 035 人  

男  性         685 人  

女  性         350 人 

    (7月 20日現在)                               



 

（2）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）8月 5日 第 328号 

  就業報告書（８月分）の提出は９月５日 ㈪ までにお願いします。 

 

第
１
回
安
全
適
正
就
業 

 
 
 
 
 

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施 

 

 

安
全
就
業
強
化
月
間
中
の
７
月
22
日
㈮
に
安
全

就
業
推
進
員
と
事
務
局
職
員
の
各
１
名
に
て
安
全

就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
巡
回
先
と
し
て
は
、
今
伊
勢
駅
の
駐
輪
場

と
一
宮
市
温
水
プ
ー
ル
の
駐
車
場
の
２
ヶ
所
で
、
会

員
３
名
が
就
業
中
で
し
た
。 

 

巡
回
先
の
会
員
３
名
は
、
適
切
な
服
装
と
こ
ま
め

な
休
憩
を
心
掛
け
て
お
り
、
安
全
に
配
慮
し
た
就
業

へ
の
姿
勢
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

各
所
で
の
指
摘
事
項
は
、 

①
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
休

憩
を
心
掛
け
る
。 

②
事
故
防
止
の
為
の
安
全
確
認
表
を
会
員
に
配
布
し
、 

就
業
前
に
記
入
し
て
も
ら
う
。 

③
就
業
先
へ
の
途
上
事
故
に
注
意
す
る
。 

④
就
業
中
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
事
務
所

へ
連
絡
し
て
も
ら
う
。 

⑤
熱
中
症
対
策
を
十
分
に
行
う
。 

⑥
貸
与
し
た
名
札
は
必
ず
着
用
す
る
。 

⑦
安
全
就
業
ワ
ッ
ペ
ン
を
必
ず
着
用
す
る
。 

 

で
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
安
全
第
一
の
就
業

を
継
続
し
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

今
後
も
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
、
安
全
な
就

業
へ
の
啓
発
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

                            

 
 
 

＃16 
 

今
回
（
16
回
目)

ご
紹
介
す
る
の
は
、
松
降
交
差

点
を
大
雄
会
病
院
方
向
に
進
み
、
道
な
り
で
155
号

線
を
小
牧
方
面
に
約
４
㎞
行
っ
た
所
（
千
秋
町
佐

野
字
運
動
場
前
22
）
に
あ
る
「
リ
ー
フ
珈
琲
」
の

モ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。 

 

天
井
が
高
く
広
々
と
し
て
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
感
じ

の
店
内
で
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の
ド
リ
ン
ク
に
、
ト
ー
ス

ト
（
バ
タ
ー
、
ジ
ャ
ム
、
小
倉
、
エ
ッ
グ
等
）
、
ホ

ッ
ト
ド
ッ
ク
ま
た
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
（
数
量
限
定
）

の
い
ず
れ
か
に
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
オ
レ
ン
ジ
、
茶
碗

蒸
し
が
付
い
て
４
２
０
円
（
税
込
）
。
ま
た
プ
ラ
ス

３
８
０
円
（
税
込
）
で
、
今
回
チ
ョ
イ
ス
し
た
フ
ル

ー
ツ
サ
ン
ド
、
オ
ム
カ
レ
ー
ま
た
は
リ
ー
フ
ド
ッ

ク
の
セ
ッ
ト
が
味
わ
え
ま
す
。
何
と
も
デ
リ
シ
ャ

ス
な
モ
ー
ニ
ン
グ
で
し
た
。 

モ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
前

11
時
30
分
ま
で
で
、
定
休
日
は
不
定
休
で
す
。 

 

駐輪場でのパトロールの様子 

「リーフ珈琲」の 
モーニング 



 

（3）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）8月 5日 第 328号 

 
 
 

令
和
３
年
度
安
全
標
語 

 

最
優
秀
作
品 

 
 

（
宮 

西
） 

 

服 

部 
 

清 

男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
全
は 

無
理
せ
ず 

無
茶
せ
ず 

油
断
せ
ず 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
 

 

    

酒
見
神
社
（
さ
か
み
じ
ん
じ
ゃ
）
は
、
一
宮
市
今

伊
勢
町
本
神
戸
に
あ
る
神
社
で
、
倭
姫
命
（
や
ま
と

ひ
め
の
み
こ
と
）
が
滞
在
し
た
「
中
嶋
宮
」
の
跡
と

さ
れ
、
元
伊
勢
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
照
皇

大
御
神
の
ほ
か
、酒
造
の
神
で
あ
る
酒
弥
豆
男
神（
さ

か
み
ず
お
の
み
こ
と
）・
酒
弥
豆
女
神
（
さ
か
み
ず
め

の
み
こ
と
）
を
祀
っ
て
お
り
、
本
殿
の
裏
に
あ
る
倭

姫
神
社
に
倭
姫
命
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

                

第
十
一
代
垂
仁
（
す
い
に
ん
）
天
皇
の
第
四
皇
女

倭
姫
命
は
勅
名
を
受
け
ら
れ
、
天
照
皇
大
御
神
の
霊

代
を
永
久
に
お
祀
り
出
来
る
地
を
求
め
て
伊
勢
の
地

へ
旅
さ
れ
る
途
中
、
垂
仁
天
皇
14
年
（
紀
元
前
16

年
）、
美
濃
国
伊
久
良
河
宮
（
現
岐
阜
県
瑞
穂
市
居
倉

天
神
神
社
と
伝
え
ら
れ
る
）
か
ら
尾
張
の
神
戸
で
あ

っ
た
当
地
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
、
神
体
を
宮
山
に
祀

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
社
殿

が
作
ら
れ
た
の
が
当
社
の
始
ま
り
で
あ
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
社
伝
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
の
社
殿
は

全
て
丸
い
柱
で
造
ら
れ
、
草
葺
き
の
屋
根
で
吹
き
抜

け
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

当
地
は
上
質
の
米
が
取
れ
る
事
か
ら
斉
衡
３
年

（
８
５
６
年
）、第
五
十
五
代
文
徳
天
皇
の
勅
命
に
よ

り
伊
勢
神
宮
か
ら
、
遣
唐
使
で
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ

る
大
邑
刀
自
（
お
お
む
ら
と
じ
）
、
小
邑
刀
自
（
こ
む

ら
と
じ
）の
２
名
の
酒
造
師
が
こ
の
地
に
派
遣
さ
れ
、

伊
勢
神
宮
に
お
供
え
す
る
御
神
酒
を
造
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
清
酒
の
醸
造
が

最
初
に
行
わ
れ
た
所
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
酒
見
」

の
社
名
も
こ
れ
に
因
る
も
の
で
す
。
当
時
、
ど
ぶ
酒

等
は
各
地
で
醸
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
清
酒
の
醸

造
は
酒
見
が
最
初
で
あ
り
、
酒
見
神
社
が
清
酒
醸
造

の
元
祖
の
神
社
と
い
う
事
で
す
。 

 

第
七
十
一
代
後
三
条
天
皇
延
久
元
年
（
１
０
６
９

年
）
伊
勢
内
宮
よ
り
式
典
等
に
明
る
い
神
宮
神
主
の

伊
勢
守
良
明
に
神
宮
神
主
と
兼
任
の
体
に
て
二
百
石

を
与
え
、
従
来
の
本
神
戸
、
新
神
戸
、
新
加
神
戸
に

馬
寄
を
合
わ
せ
て
今
伊
勢
の
庄
の
名
を
賜
り
、
以
来

９
０
０
年
間
、
平
安
時
代
よ
り
明
治
時
代
を
通
じ
て

代
々
世
襲
を
も
っ
て
尾
張
今
伊
勢
の
庄
神
戸
神
主
た

り
と
定
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

                       

酒見神社の案内板 

神馬の銅像 

酒見神社の二の鳥居と拝殿 



 

（4）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）8月 5日 第 328号 

 

 
 
 
 

会 

員 

の 

文 

芸 

  

川 

柳 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
木
曽
川
）
桐 

田 

恵 

行 

空
梅
雨
に 

木
曽
川
枯
れ
て 

作
成
ら
ず 

こ
の
暑
さ 

八
月
怖
い 
八
十
二
歳 

                

（
大 
和
）
越 

野 

高 

光     

い
つ
ま
で
も 

無
料
じ
ゃ
乗
れ
な
い 

新
幹
線 

清
々
し
い
高
原
ド
ラ
イ
ブ 

ガ
ソ
リ
ン
高
く
空
高
く 

 
 

短 

歌 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
伊 
藤 
勝 

義 

雨
上
が
り
水
溜
り
に
は
小
鳥
ら
の 

 
 
 
 
 
 
 

水
浴
び
忙
し
朝
の
公
園 

小
鳥
ら
は
若
葉
の
陰
に
見
え
隠
れ 

 
 
 
 
 
 
 

高
き
囀
り
風
に
乗
り
行
く 

           

 

こ 

と 

ば 

歳 

時 

記
（
葉 

月
） 

◎
秋
麗
（
あ
き
う
ら
ら
） 

 

秋
の
よ
く
晴
れ
た
日
を
い
う
。
春
の
「
麗
か
」

と
似
か
よ
う
。
美
し
く
輝
き
、
心
が
う
っ
と
り

す
る
よ
う
な
日
和
。  

◎
一
位
の
実
（
い
ち
い
の
み
） 

イ
チ
イ
科
の
木
に
な
る
果
実
。
九
月
頃
に
赤
く

熟
す
。
食
べ
る
と
甘
い
が
種
子
に
毒
が
あ
る
。

木
は
庭
木
や
生
垣
に
も
用
い
ら
れ
る
。
正
一
位
、

従
一
位
な
ど
の
高
官
が
儀
式
の
と
き
に
持
つ
笏

の
素
材
に
こ
の
木
が
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
「
一

位
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
鉛
筆
の
材
と
し
て
日

本
産
中
最
良
で
、
そ
の
他
建
築
、
器
具
、
彫
刻

に
利
用
さ
れ
る
。 

◎
秋
の
狩
場
（
あ
き
の
か
り
ば
） 

 
狩
り
を
す
る
た
め
の
特
に
定
め
ら
れ
て
い
る
秋
の

山
野
を
い
う
。
昔
、
将
軍
や
大
名
の
狩
場
は
、

御
留
場
と
い
っ
て
、
一
般
の
狩
猟
を
禁
止
す
る

特
別
な
場
所
で
あ
っ
た
。 

◎
菊
吸
虫
（
き
く
す
い
む
し
） 

キ
ク
ス
イ
カ
ミ
キ
リ
の
こ
と
。
体
長
８
～
11
ミ

リ
、
体
は
黒
色
。
前
胸
の
中
央
に
赤
紋
が
あ
る
。

日
本
全
土
に
分
布
す
る
。
幼
虫
は
菊
の
茎
を
食

べ
越
冬
す
る
。
成
虫
は
年
に
一
回
、
五
月
頃
発

生
し
菊
の
茎
を
食
い
切
っ
て
産
卵
を
す
る
。
そ

の
結
果
、
菊
の
先
端
部
が
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
、

害
虫
と
さ
れ
る
。 

新
入
会
員
の
紹
介 

（
６
月
30
日
～
７
月
21
日
） 

(

浅
井)

陣
内
五
海
・
渡
邉
晴
美
（
大
和
）
小
寺 

茂
・
小
森
淳
美
（
千
秋
）
後
藤
安
徳(

朝
日
）
及
川

八
重
（
小
信
）
北
島
澄
子
（
木
曽
川
）
山
口
勝
敏 

 
 
                         

（
８
名
） 

退
会
者
の
紹
介
（
６
月
21
日
～
７
月
20
日
受
付
分
） 

(

葉
栗
）
大
平
悦
孝(

西
成)

坂
井
田
輝
雄
・
坂
井
田

喜
代
美
・
寺
澤
愛
子(

大
和)

金
山
広
司
（
今
伊
勢
）

野
々
垣
修
次
・
村
瀬
知
史
（
奥
）
高
尾
豊
子
（
小
信
） 

松
原
春
義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

９
名
） 

 

掲 

示 

板 

☆
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
配
分
金
の
支
払
日
（
請
負
） 

 
 

『
７
月
就
業
分
』
８
月
19
日
㈮ 

◎
賃
金
の
支
払
日
（
派
遣
） 

 
 

『
７
月
就
業
分
』
８
月
25
日
㈭ 

◎
就
業
相
談
日 

 
  

期
日
：
８
月
25
日
㈭ 

 
  

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
  

午
後
１
時
～
３
時
30
分 

 
  

場
所
：
本
部
、
尾
西
・
木
曽
川
各
支
部 

 
 
 
 
 
 
 


